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数が世界で36位に位置しています。これは世界のトップを占めるフランスの約6,700万人の6.3％に過
ぎません。日本にとって、国際観光における400万人台の受け入れと外国への1,600万人台の送りだし
のアンバランスを是正することが、21世紀の大きな課題ではないでしょうか。
つぎに中国の外国人受け入れと外国への送りだしについて、世界観光機関の予測をもとにして、
簡単にまとめたいと思います。まず受け入れでは、2020年に、中国への訪問者数が1999年の730万人
の20倍近くで約 】億3,700万人に達し、世界一の旅行目的国になると予測されています。また、中国
人の出国旅行市場では、この間、中国政府が策定した第十次五ヵ年計画（2001―2005年）のなかに
観光関係の部分では、国民の出国旅行者数は2005年には、現在（2000年）の約1,000万人を1,600万人
にするという目標が立てられています。中国人の出国旅行が出遅れとはいえ、約13億に近い人口が
潜在市場なので、今後中国経済の発展に伴って、もっとも注目される巨大な国際観光市場になるに
違いありません。このように急速に発展し、市場が拡大されつつある中国の観光事業、中国の観光
市場は域内の国々にとってはもちろん、全世界にとってもその対策を迫られるでしょう。
こうしてみると、この地域の国際観光には明るい将来があると考えられます。観光は地域の経済
発展に貫献できることにとどまらず、地域の相互理解と国際理解を一層深めることに期待できるで
しょう。
わたしはもし北東アジア地域を取り巻く世界情勢が「平和・発展」という方向に大きな変化がな
ければ、21 世紀の初頭に北東アジアにおける国際観光圏が構築されると信じております。
長時間、ご静聴いただき、ありがとうございました。
後記
これは2001年8 月23日に鳥取境港市で開催された第 フ回環日本海（東海）拠点都市会議での基
調報告の原稿です。
